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学位論文の要旨 

 

Effectiveness of anger-focused emotional management training in reducing aggression among 

nurses 

（怒りに焦点化した感情マネジメント教育による看護師の攻撃性低減効果） 

https://doi.org/10.1002/nop2.1367 

 

序論 

医療者には，感情のマネジメントが不可欠である．不適切な感情表出はチームダイ

ナミクスやコミュニケーションに悪影響を及ぼし，それが患者ケアに反映する 

(Rosenstein and Naylor, 2012)．フラストレーションや困難な状況に直面すると怒りが生

じ (Dollard et al., 1939) ，攻撃的な行動を引き起こす (Novaco, 2007) ．攻撃性は虐待

や職場内のハラスメント，バーンアウトのリスクとなる(Molina-Praena et al., 2018). 攻

撃性を低減するために，怒りなどの感情マネジメントのコンピテンシーを開発する教

育プログラムの需要が高まっている (Prado-Gascó et al., 2019)．しかし，わが国では医

療者向けの教育はまだ普及していない．そこで，攻撃性に先行する怒りに着目して認

知行動療法をベースに開発されたアンガーマネジメント  (Novaco, 1975; 1976)を用い

て，医療者向けの教育プログラムを開発した． 

本研究では，看護師を対象として怒りに焦点を当てた感情マネジメントに関する 5

時間の教育プログラムを実施し，その効果を検証した． 

 

研究方法 

本研究は，2018 年 6 月から 2020 年 3 月に実施した．教育プログラムは感情に関す

る基礎知識，自分の怒りの傾向，衝動への対処，ストレスコーピング，怒りの原因と

なる価値観への気づき，アサーティブコミュニケーションとし，怒りのマネジメント

の内容は，日本アンガーマネジメント協会が開発したプログラムに基づき看護師向け

に改良した．1日 5時間，講義と演習を組み合わせたグループ教育で構成した．受講者

に対し，実施前，実施後，3か月後に Buss-Perry攻撃性尺度日本語版（BAQ）を測定し

た．回帰分析により，性別によるプログラムの効果を評価した．収集したデータに個

人を特定できる情報は含まず，任意の番号で 3 回の調査を照合した．参加者に研究趣

旨および手順について説明し，書面による同意を得た．本研究は，横浜市立大学人を

対象とする生命科学・医学系研究倫理委員会の承認を得た（#A180500006）． 
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結果 

分析対象は 283 名で，男性が 87 名（30.7%），⼥性が 196 名（69.3%）であった．年

齢は平均 42.65 歳（SD=9.55，範囲=23-68）であった．臨床経験年数は平均 17.92 年（SD 

= 10.02，範囲 = 1-43）であった．3 か⽉後の調査では 213 名の回答を得た． 

教育実施前の BAQ をベースラインとし，実施前後の合計点の差は-2.827 ポイント，

3 か⽉後では-1.602 ポイントで攻撃性が低減した．3 時点すべてにおいて，男性の合計

点は⼥性よりも⾼かった（p = .016）．合計点の交互作⽤の分析では，3 か⽉後に⼥性

は微増し，男性は低下した（p = .057）． 

下位尺度の分析では，怒りおよび敵意の得点が実施後に有意に低下し，その効果は

合計点と同様に 3 か⽉後も持続していた．実施後の敵意は，実施前（推定係数：-0.668，

95%CI：-1.046 - -0.293; p = .001）および 3 か⽉後（-0.579; -0.987- -0.172; .005）に⽐べ

有意に低く，実施前および 3 か⽉後では男⼥間で有意差があった（p = .047）．実施前

は⼥性より男性の⽅がやや⾼く，3 か⽉では男性の⽅が低かった．⾝体的攻撃性は，

実施前に⽐べ，実施後は-1.199 ポイント（95%CI: -1.678 - -0.719; p < .001）だったが，

3 か⽉後は-0.207 ポイント（95%CI: -0.723 - -0.309; p < .001）となり，実施前と 3 か⽉

後には⼤きな差がなかった．男性の⾝体的攻撃性は，3 時点とも⼥性よりも⾼かった

（p < .001）．他の交互作⽤項⽬に有意差はなかった． 

 

考察 

怒りに焦点を当てた感情マネジメント教育を実施して攻撃性を測定したところ，合

計点および下位尺度の怒りと敵意は，実施前と比較して実施後に有意に低下し，その

効果は 3か月まで維持した． 

看護師向けの教育では，攻撃性の改善(Farahani and Ebadie Zare, 2018)が報告されて

おり，本結果と一致する．効果の持続期間については，4 週間の継続が報告されてい

る(Turan, 2021; Yun and Yoo, 2021)．本研究では，3か月の時点でも効果が継続してい

ることが示された． 

 身体的攻撃性は，実施後に低下したが 3 か月後には上昇し，教育の有意な効果は認

められなかった．教育が攻撃性の発現を改善する動機付けとなるが，日常臨床に戻る

と元の行動パターンに戻ってしまうと推察され，長期にわたって効果を維持する必要

がある．効果を維持するためには，繰り返しの教育が必要である(Kwasnicka et al., 2016)．

先行研究では，8 週間のアンガーマネジメントプログラムは，心理的回復力と看護師の

感情状態に影響を与え(Turan, 2020)，ストレスマネジメントの複数セッションは看護の

質を向上させた(Pahlavanzadeh et al., 2016)．本プログラムは 5時間 1日と先行研究より
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も短時間の設定であったが，怒りや敵意のレベルに効果を示した．他のプログラムと

比較して効率的といえるが，3 か月後の身体的攻撃性や言語的攻撃性についての効果

が課題であり，反復学習を取り入れた継続教育プログラムの改良が必要である． 

男性は女性よりも身体的攻撃性が高いことが示されており(Ando et al., 1999)，本結

果も同様であった．敵意は実施前後で男女差はなかったが，3 か月後では女性は変化

がなく男性は低下し，有意差が認められた．敵意は性差がないことが報告されており

(Gerevich et al., 2007)，本結果と一致した．さらに，本研究で 3か月後に有意差があっ

たことは新しい知見である． 

本研究は，JSPS 科研費 JP17K12164の助成を受けた． 
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